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  地域学校協働活動は、幅広い地域住民（高齢者、成人、学生、保護者、NPO、民間企業、団体・機関等）の参画を得て、地域全体で子どもたちの学びや成長を支える活動です。
　子どもたちのために、活動に関わってくださるみなさま、ご協力ありがとうございます。
　子どもたちにとって、安心安全な活動場所、活動内容となるように、次のことに気をつけましょう。

　○あいさつ
　校内に入ったら、名札の着用や職員室への声かけをし、気持ちよく活動できるよう、心の準備をしましょう。
　○個人情報
　活動の中で、児童生徒や教職員の個人情報を知ることがありますが、一人一人を大切にするために、自分の家族などにも個人情報を話さないようにしましょう。
　○会話のマナー
　　学校や教職員、他の協働活動参加者の批判などは、子どもの前でも学校以外でも絶対話さないようにしましょう。気がついたこと、気になることは、気軽にコーディネーターに伝えましょう。
　○活動時間
　　指定された時間に指定された場所で活動し、決められた時間内で終わらせるように心がけましょう。

　○子どもたちとのよりよい接し方
　・どの子にも公平に接し、子どもの声に耳を傾けましょう。
　・おおらかな気持ちで接し、子どもたちの良いところをほめましょう。
　・ていねいな言葉づかいで、はっきりと、ゆっくりと話すように心がけましょう。

　○相談のすすめ
　　子どもたちとの関わりの中で、困ったことや分からないことがあるときは、コーディネーターに相談しましょう。
　　特に、落ち着きのない子どもや反抗期の子どもなどとの接し方については、教職員から学ぶ事が多いと思います。学ぶことによって、子どもたちとよりよい関係を作ることができます。
　　教職員に相談があるときは、コーディネーターにまず相談し、教職員の時間のあるときに、相談するようにしましょう。
　○事前の打ち合わせと振り返り用紙
　　効果的な活動を行うためには、事前準備（活動内容、緊急時の連絡先など）が必要です。 打ち合わせ用紙や、振り返り用紙（活動の記録、反省など）があると便利です。
　○研修会のすすめ
　　県や市町村では講演会、フォーラム、研修会などを開催しています。これらの研修会に参加することは、今後の活動をより有意義にするための知識や技術を習得し、疑問や課題を解決するための機会となります。ワークショップや交流会では、仲間と知識や経験を共有することで、今後の活動を充実させるヒントに出会えるかもしれません。
未来を担う子どもたちの、笑顔のために
活動に関わる学校・家庭・地域のために
� EMBED JS.GraphicText.1 ���








_1362100225.bin

